
（1） 第710号 2025年11月１日（毎月１日発行）

〒892-0841 
鹿児島市照国町13-42 
   カトリック鹿児島司教区 
   電話099（226）5100 
   振込口座 02030-2-8359 
   編集発行　教区広報部 
   1部60円年間〒共1100円

道　標

12
）
 

若
干
説
明
を
加
え
ま
す
。
 

テ
モ
テ
は
、
使
徒
聖
パ
ウ
ロ

の
弟
子
で
、
エ
フ
ェ
ソ
の
教
会

を
治
め
て
い
ま
し
た
。
今
で
い

え
ば
、
司
教
（
監
督
）
に
当
た

り
ま
す
。
 

こ
の
手
紙
の
内
容
は
、
い
わ

ば
教
会
を
治
め
る
司
教
の
指
南

書
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
 

冒
頭
に
あ
る
「
こ
れ
ら
の
こ

と
」
と
は
、
直
前
に
書
か
れ
て

あ
る
「
ね
た
み
、
争
い
、
中

傷
、
邪
推
、
絶
え
間
な
い
言
い

争
い
…
」
（
１
テ
モ
テ
６
・
３

〜
10
参
照
）
が
教
会
内
に
存
在

し
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
す
。
 

す
な
わ
ち
、
宣
教
司
牧
上
の

様
々
な
混
乱
や
、
困
難
に
ど
の

よ
う
に
立
ち
向
か
っ
た
ら
い
い

の
か
が
教
示
さ
れ
た
文
章
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
故
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
遺
産
と
し

て
残
し
た
「
シ
ノ
ド
ス
流
の
教

会
」
（
第
16
回
シ
ノ
ド
ス
最
終

文
書
　
２
０
２
５
年
５
月
発

行
）
に
盛
ら
れ
て
い
る
内
容
と

酷
似
し
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
「
信
仰
の
戦
い
」
と

あ
り
ま
す
が
、
「
信
仰
す
る
こ

と
」
と
「
戦
う
」
こ
と
は
相
反

す
る
行
為
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。
 

し
か
し
、
そ
の
意
図
は
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
提
示
し

た
、
福
音
的
価
値
（
正
義
、
信

心
、
愛
、
忍
耐
、
柔
和
な
ど
）

を
教
会
の
中
で
、
強
く
堅
持
し

な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
逆
に
言
え
ば
そ
れ
ら
が
な

く
な
る
と
キ
リ
ス
ト
の
教
会
と

は
も
は
や
言
え
な
い
、
と
理
解

す
べ
き
だ
と
言
え
ま
す
。
１
テ

モ
テ
書
を
最
初
か
ら
読
め
ば
、

当
時
の
事
情
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。
 

つ
ま
り
、
私
た
ち
が
頂
い
て

い
る
信
仰
は
、
「
常
に
刷
新
さ

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
 

今
回
は
、
11
月
第
３
主
日
か

ら
第
４
主
日
の
間
に
実
施
さ
れ

る
「
聖
書
週
間
」
に
因
み
、
聖

パ
ウ
ロ
の
言
う
「
信
仰
の
戦

い
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
 

１
テ
モ
テ
書
に
次
の
文
章
が

あ
り
ま
す
。
 

「
し
か
し
、
神
の
人
よ
、
あ

な
た
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
避
け

な
さ
い
。
正
義
、
信
心
、
信

仰
、
愛
、
忍
耐
、
柔
和
を
追
い

求
め
な
さ
い
。
『
信
仰
の
戦

い
』
を
立
派
に
戦
い
抜
き
、
永

遠
の
命
を
手
に
入
れ
な
さ
い
。

命
を
得
る
た
め
に
、
あ
な
た
は

神
か
ら
召
さ
れ
、
多
く
の
証
人

の
前
で
立
派
に
信
仰
を
表
明
し

た
の
で
す
」
。
（
６
・
11
〜

れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
換
言
す
れ
ば
、
生
き

た
信
仰
と
は
、
神
と
の
絆
を
弱

め
た
り
、
あ
る
い
は
断
ち
切
っ

た
り
す
る
悪
の
誘
惑
に
対
し
て

戦
う
姿
勢
を
表
す
こ
と
で
あ

る
、
と
言
え
ま
す
。
 

悪
の
誘
惑
に
つ
い
て
は
、
二

つ
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

一
つ
は
「
イ
エ
ス
」
で
、
も

司
教
の
諮
問
機
関
に
位
置
付

け
ら
れ
「
司
教
の
権
威
の
も
と

に
、
教
区
に
お
け
る
司
牧
活
動

に
関
す
る
事
柄
を
研
究
・
検
討

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
実
際
的

な
結
論
を
提
示
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
鹿
児
島
教
区
評
議

会
が
10
月
13
日
（
月
）
カ
テ
ド

ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
の

１
階
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
 

今
回
の
教
区
評
議
会
は

「
教
区
財
政
に
つ
い
て
、

現
状
の
紹
介
と
そ
の
逼
迫

す
る
財
政
の
立
て
直
し
の

手
段
を
探
る
」
と
い
う
狙

い
で
召
集
さ
れ
た
も
の
。

出
席
し
た
の
は
27
小
教
区

か
ら
主
任
司
祭
、
助
任
司

祭
、
助
祭
、
信
徒
代
表
、

教
区
修
道
女
連
盟
代
表
な

ど
63
人
だ
っ
た
。
 

午
前
10
時
か
ら
の
会
で

は
、
ま
ず
中
野
司
教
が

「
教
区
の
財
政
事
情
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
教
区
及
び

小
教
区
の
経
済
問
題
評
議
員
だ

け
で
分
か
ち
合
っ
て
き
た
。
し

か
し
慢
性
的
な
赤
字
に
あ
る
教

区
財
政
の
立
て
直
し
の
た
め
に

は
、
教
区
民
皆
に
現
状
を
知
っ

て
も
ら
う
べ
き
だ
と
思
い
、
今

回
の
テ
ー
マ
と
し
た
。
こ
の
会

で
の
意
見
を
も
と
に
次
年
度
以

降
の
方
向
性
を
探
り
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。
 

司
教
の
挨
拶
の
後
は
、
教
区

会
計
部
長
の
泉
浩
二
神
父
（
総

代
理
・
玉
里
教
会
主
任
司
祭
）

が
教
区
司
祭
地
区
と
修
道
会
司

祭
地
区
に
お
け
る
「
教
区
費
の

負
担
割
合
」
、
「
ミ
サ
献
金
や

祭
儀
費
の
取
り
扱
い
」
な
ど
に

違
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
教
区
会

計
の
仕
組
み
が
説
明
さ
れ
た
ほ

か
、
学
校
や
幼
稚
園
で
働
く
教

区
司
祭
た
ち
が
教
区
に
入
れ
て

い
る
「
司
祭
寄
付
金
」
の
減
少

理
由
、
ま
た
篤
志
家
な
ど
の
寄

付
が
も
と
に
な
る
「
基
金
」
を

「
信
仰
の
戦
い
」
に
つ
い
て
 

鹿
児
島
教
区
司
教
  　
中

野

裕

明

目
指
す
は
健
全
な
教
会
づ
く
り
 

財
政
を
取
り
上
げ
た
鹿
児
島
教
区
評
議
会

頼
り
に
教
区
会
計
を
回
し
て
き

た
が
、
そ
の
基
金
も
底
を
つ
い

て
し
ま
っ
た
経
緯
を
報
告
し

た
。
 

泉
神
父
に
よ
る
説
明
後
に
は

質
疑
応
答
の
時
間
が
も
た
れ
、

教
区
会
計
の
現
状
を
知
っ
た
出

席
者
か
ら
は
「
も
っ
と
早
期
に

教
区
財
政
立
て
直
し
の
た
め
の

手
段
を
検
討
す
る
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た

ほ
か
「
こ
の
窮
状
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
信
者
の
一
致
団
結

が
不
可
欠
」
な
ど
意
見
が
出
さ

れ
た
。
 

教
区
で
は
今
回
の
評
議
会
を

前
に
各
小
教
区
に
お
け
る
信
徒

数
、
ミ
サ
参
列
者
数
、
教
会
維

持
費
納
入
者
数
、
納
入
金
額
な

ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
て

お
り
、
午
後
か
ら
は
そ
の
報
告

を
も
と
に
小
教
区
の
現
状
報
告

が
主
と
な
っ
た
。
報
告
に
よ
る

と
い
ず
れ
の
小
教
区
に
お
い
て

も
、
信
徒
数
の
減
少
並
び
に
高

齢
化
は
顕
著
で
、
若
い
世
代
が

教
会
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、

教
会
維
持
費
納
入
も
60
歳
以
上

が
ほ
と
ん
ど
で
、
若
い
世
代
へ

の
周
知
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
 

（
３
面
に
関
連
記
事
）
 

ど
の
小
教
区
で
も
同
じ
悩
み

や
苦
し
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
出
席
者
た
ち
か
ら
は

「
財
政
を
含
め
た
教
会
の
現
状

に
は
明
る
い
未
来
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
の

教
会
が
心
配
。
信
徒
一
人
ひ
と

り
が
自
分
た
ち
の
問
題
だ
と
理

解
し
て
、
教
会
づ
く
り
に
乗
り

出
さ
な
く
て
は
」
と
の
決
意
表

明
に
も
似
た
意
見
が
数
多
く
出

さ
れ
た
。
 

評
議
会
は
午
後
３
時
で
終
わ

り
、
そ
の
後
は
聖
堂
で
中
野
司

教
と
多
く
の
司
祭
た
ち
が
共
同

司
式
す
る
「
聖
年
の
ミ
サ
」
で

締
め
く
く
ら
れ
た
。
 

日
々
の
生
活
の
中
で
追
求
し
ま

し
ょ
う
。
 

主
日
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、

神
の
言
葉
と
ご
聖
体
か
ら
霊
的

活
力
を
頂
き
、
生
活
の
現
場

で
、
福
音
の
価
値
観
を
実
践
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

典
礼
暦
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、
通
常
聖
年
も
残
す
と
こ
ろ

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
有
終

の
美
を
飾
り
ま
し
ょ
う
。
 

う
一
つ
は
、
人
祖
「
エ
ワ
」
の

例
で
す
。
 

イ
エ
ス
の
場
合
は
、
荒
れ
野

で
の
（
ル
カ
４
・
１
〜
12
参

照
）
、
人
祖
の
場
合
は
、
エ
デ

ン
の
園
（
創
世
記
３
・
１
〜
７

参
照
）
で
の
誘
惑
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
例
で
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
、
悪
魔
、
す
な
わ
ち

試
み
る
者
は
、
聖
書
の
言
葉

（
イ
エ
ス
の
場
合
）
と
神
の
意

思
（
エ
ワ
の
場
合
）
を
使
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
わ

た
し
た
ち
を
一
旦
信
用
さ
せ
よ

う
と
し
ま
す
。
そ
の
時
点
で
だ

ま
さ
れ
る
か
、
或
い
は
留
ま
っ

て
拒
絶
す
る
か
は
本
人
次
第
で

す
が
、
こ
の
場
面
で
、
葛
藤
、

或
い
は
、
内
心
の
戦
い
が
生
じ

ま
す
。
こ
の
内
心
の
戦
い
の
こ

と
を
テ
モ
テ
書
は
「
信
仰
の
戦

い
」
と
表
現
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
、
信

仰
者
と
し
て
、
テ
モ
テ
書
に
倣

っ
て
福
音
的
価
値
観
（
正
義
、

信
心
、
愛
、
忍
耐
、
柔
和
）
を

神の愛を知り、神の心を受け取るた
めに、わたしたちは新約聖書と旧約聖
書を神のことばとして読み、大切にし
ます。「聖書週間」は、すべての人、
とくに信徒が、この聖書に「より強い
関心をもち、親しみ、神の心に生き
る」ようになるための週間です。 
各教区では、聖書への関心を高め、
より親しむために、講演会、研修会、
展示会などの催しが計画されます。こ
のような催しに進んで参加するととも
に、自分でも積極的に聖書に近づきま
しょう。たとえば、毎日欠かさず聖書
を一章ずつ読む方法や、ミサにあずか
れなくても、ミサの聖書朗読の当日分
を毎日読む方法も勧められています。 

11月16～23日は聖書週間 

福者レオ税所七右衛門 
殉 教 祭

日 時：11月16日（日）13時30分 
場 所：カトリック川内教会 
※顕彰式（13時30分）、ミサ（14時） 
薩摩の殉教者・福者レオ税所七右衛

門敦朝の殉教に心を寄せ、中野司教司
式のミサでその列聖を祈りましょう。 

挨拶する中野司教

屋
久
島
教
会
（
種
子
島
小
教

区
巡
回
）
は
種
子
島
教
会
側
の

人
的
・
経
済
的
負
担
増
に
よ

り
、
９
月
27
日
（
土
）
を
も
っ

て
種
子
島
小
教
区
か
ら
切
り
離

し
、
教
区
本
部
付
き
の
集
会
所

と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

当
面
は
本
部
事
務
局
長
・
霧

島
彬
神
父
が
教
会
管
理
者
と
な

り
（
同
日
付
）
、
他
の
司
祭
の

助
け
も
借
り
つ
つ
毎
月
第
２
・

４
土
曜
日
の
16
時
に
屋
久
島
教

会
で
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
。
 

屋
久
島
教
会
司
牧
体
制
の
変
更
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「
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え

る
会
」
で
は
、
去
る
９
月
15
日

（
月
）
、
教
区
本
部
の
ご
指

示
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
「
聖

年
の
た
め
の
ミ
サ
」
を
さ
さ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
ミ
サ
は
中
野
裕
明
司
教

様
の
主
司
式
で
、
郡
山
健
次
郎

名
誉
司
教
様
を
は
じ
め
奄
美
地

区
各
小
教
区
の
神
父
様
が
皆
さ

ん
駆
け
つ
け
て
来
ら
れ
、
共
同

司
式
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
時
折
、
強
い
雨
に

見
舞
わ
れ
る
と
い
う
悪
天
候
の

中
で
し
た
が
多
く
の
皆
さ
ん
が

ミ
サ
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
奄
美

の
信
徒
の
皆
さ
ん
が
、
「
聖

年
」
の
深
い
意
味
を
再
認
識

し
、
信
仰
を
深
め
る
こ
と
に
大

き
く
貢
献
し
た
も
の
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
ミ
サ
の
中
で
は
「
司

祭
不
在
の
と
き
の
主
日
の
集
会

祭
儀
」
の
講
座
を
受
講
し
、
各

小
教
区
の
主
任
司
祭
の
推
薦
を

受
け
た
10
人
の
方
が
「
集
会
祭

儀
司
会
者
」
と
し
て
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
各
小
教
区
で
は
、

「
集
会
祭
儀
司
会
者
」
が
任
命

さ
れ
た
意
義
と
そ
の
役
割
を
信

徒
の
皆
様
に
、
分
か
り
や
す
く

説
明
し
、
良
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
 

「
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え

る
会
」
で
は
、
１
９
１
４
年
12

月
に
、
奄
美
の
宣
教
師
全
員
が

島
外
に
追
放
さ
れ
、
１
９
４
７

年
９
月
14
日
に
フ
ェ
リ
ク
ス
神

父
、
オ
ー
バ
ン
神
父
の
両
神
父

様
が
米
軍
艦
に
て
上
陸
さ
れ
る

ま
で
の
13
年
間
の
迫
害
の
歴
史

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
宣
教
司

牧
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
 

今
回
、
「
聖
年
の
た
め
の
ミ

サ
」
式
次
第
そ
の
他
一
切
を

「
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る

会
　
典
礼
部
」
に
任
せ
て
く
だ

さ
り
、
そ
の
た
め
の
ご
指
導
を

下
さ
い
ま
し
た
教
区
本
部
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

集
会
祭
儀
司
会
者
の
任
命
を

受
け
た
の
は
以
下
の
方
々
で
す

（
敬
称
略
）
。
 

當
原
浩
郎
、
中
野
和
明
（
以

上
、
聖
心
）
、
嘉
元
伸
一
（
大

熊
）
、
徳
永
雅
已
、
森
山
武

久
、
久
保
正
子
（
以
上
、
小

宿
）
、
安
田
孝
春
、
シ
ス
タ
ー

永
田
晃
代
（
古
田
町
）
、
山
田

明
（
大
笠
利
）
。
 

（
報
告
・
奄
美
の
宣
教
司
牧

を
考
え
る
会
「
典
礼
部
」
久
保

正
子
）

い
よ
う
で
あ
る
）
。
 

私
・
オ
ー
バ
ン
神
父
は
、
ミ

サ
の
間
に
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ノ

（
洗
礼
名
は
ペ
ト
ロ
・
バ
プ
チ

ス
タ
）
石
神
忠
真
郎
の
告
解
を

ラ
テ
ン
語
で
聞
い
た
。
彼
は
、

兵
役
に
入
る
前
に
神
学
の
第
２

課
程
を
終
了
し
て
お
り
、
小
さ

き
兄
弟
会
の
最
初
の
２
人
と
し

て
す
で
に
誓
願
を
立
て
て
い

（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
出
身
の
弁
護

士
、
琉
球
軍
政
府
判
事
）
な
ど

も
い
た
。
私
た
ち
は
、
ス
タ
バ

ッ
ク
判
事
の
運
転
で
基
地
に
向

か
っ
た
。
 

フ
ェ
リ
ク
ス
神
父
は
美
味
し

い
ア
メ
リ
カ
料
理
に
あ
り
つ
い

た
が
、
私
・
オ
ー
バ
ン
は
荒
波

の
旅
で
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
、
食

事
は
喉
を
通
ら
な
か
っ
た
。
 

午
後
３
時
に
、
５
人
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
徒
た
ち
が
基
地
に
私

た
ち
を
迎
え
に
来
た
。
私
た
ち

は
ス
タ
バ
ッ
ク
判
事
の
ジ
ー
プ

で
、
磁
器
業
者
で
あ
っ
た
池
田

氏
の
家
に
行
っ
た
。
彼
の
家

は
、
台
風
を
避
け
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
で
取
り
囲
ま
れ
、
門
に
は

「
奄
美
天
主
公
教
会
本
部
事
務

所
」
と
書
か
れ
た
木
製
の
表
札

が
掲
げ
て
あ
っ
た
。
私
は
、
こ

の
門
の
前
で
フ
ェ
リ
ク
ス
神
父

の
写
真
を
撮
っ
た
。
そ
れ
を
日

系
兵
士
「
ヤ
マ
チ
」
が
基
地
で

現
像
し
て
く
れ
た
。
よ
く
写
っ

て
い
た
。
 

そ
こ
に
は
１
５
０
人
く
ら
い

の
信
徒
た
ち
が
集
ま
っ
て
い

た
。
私
た
ち
は
彼
ら
に
向
か
っ

て
席
に
つ
い
た
。
ま
ず
久
保
喜

助
氏
が
挨
拶
を
し
た
。
通
訳
を

し
て
く
れ
た
の
は
、
ス
タ
バ
ッ

ク
判
事
の
通
訳
官
・
藤
山
氏
だ

っ
た
。
フ
ェ
リ
ク
ス
神
父
も
私

も
短
い
挨
拶
を
返
し
た
。
 

ミ
サ
は
毎
朝
７
時
と
決
め
、

こ
の
部
屋
で
さ
さ
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
…
 

９
月
15
日
（
月
・
悲
し
み
の

聖
母
）
 

午
前
５
時
45
分
起
床
。
池
田

嘉
次
郎
宅
に
て
、
フ
ェ
リ
ク
ス

神
父
に
よ
る
最
初
の
ミ
サ
が
さ

さ
げ
ら
れ
た
。
侍
者
を
務
め
た

の
は
戦
前
、
神
学
校
で
哲
学
を

学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
だ
っ
た

（
彼
は
司
祭
に
な
る
意
志
は
な

奄
美
で
「
聖
年
の
た
め
の
ミ
サ
」
 

宣
教
再
開
記
念
の
日
に
中
野
司
教
が
主
司
式

奄
美
宣
教
再
開
の
日
の
様
子
 

オ
ー
バ
ン
神
父
の
宣
教
日
記
か
ら

シ
ド
テ
ィ
神
父
屋
久
島
上
陸
記
念
祭
 

 ①
上
陸
記
念
ミ
サ
 

日
　
時
：
11
月
23
日
（
日
）
16
時
 

場
　
所
：
カ
ト
リ
ッ
ク
屋
久
島
教
会
（
熊
毛
郡
屋
久
島

町
小
島
１
７ー
）
 

司
　
式
：
中
野
裕
明
司
教
 

②
「
ひ
ま
わ
り
の
祭
典
」
（
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
く
し
ま

未
来
工
房
）
 

日
　
時
：
11
月
23
日
９
時
30
分
〜
15
時
 

場
　
所
：
「
屋
久
島
シ
ド
ッ
テ
ィ
記
念
館
」
建
設
予
定

地
（
カ
ト
リ
ッ
ク
屋
久
島
教
会
横
）
 

人
形
劇
、
物
品
販
売
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
盛
り
沢
山
で
す
。
 

戦
時
中
追
放
さ
れ
て
い
た
宣

教
師
が
奄
美
に
戻
っ
て
き
て
宣

教
が
再
開
さ
れ
た
日
の
こ
と
の

様
子
を
レ
イ
モ
ン
ド
・
オ
ー
バ

ン
・
バ
ル
ト
ル
ド
ォ
ス
神
父

（
カ
プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
）
が
宣
教
日
誌
（
訳
・
松
田

清
四
朗
神
父
）
に
記
し
て
い
る

の
で
紹
介
し
た
い
。
 

 １
９
４
７
年
９
月
14
日

（
日
）
 

名
瀬
の
船
着
き
場
に
は
、
約

１
０
０
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
代
表

団
の
久
保
氏
、
郡
山
氏
た
ち
が

い
た
。
ま
た
、
奄
美
群
島
政
府

知
事
豊
島
氏
、
米
軍
奄
美
大
島

特
派
部
隊
の
Ｅ
・
О
・
デ
ィ
ク

ソ
ン
大
佐
、
ス
タ
バ
ッ
ク
判
事

た
。
石
神
神
学
生
は
祭
服
を
着

て
２
番
ミ
サ
に
奉
仕
し
、
哲
学

生
は
ミ
サ
に
合
わ
せ
た
日
本
語

の
祈
り
を
先
唱
し
て
75
人
の
会

衆
を
リ
ー
ド
し
た
。
ご
聖
体
を

拝
領
し
た
の
は
石
神
１
人
だ
っ

た
。
（
告
解
を
し
な
い
と
聖
体

拝
領
は
で
き
な
か
っ
た
。
到
着

し
た
ば
か
り
の
２
司
祭
は
日
本

語
が
で
き
な
か
っ
た
）
。
…

世
界
代
表
司
教
会
議
（
シ
ノ

ド
ス
）
第
16
回
総
会
の
第
２
会

期
は
昨
年
２
０
２
４
年
10
月
に

『
最
終
文
書
』
を
採
択
し
、
シ

ノ
ド
ス
の
あ
り
方
に
関
す
る
使

徒
憲
章
『
エ
ピ
ス
コ
パ
ー
リ

ス
・
コ
ム
ニ
オ
』
（
２
０
１
８

年
）
に
基
づ
き
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
こ
れ
を
教
皇
の
通
常
教

導
職
（
＊
）
に
属
す
る
も
の
と

宣
言
し
た
。
教
皇
は
ま
た
帰
天

の
約
１
か
月
前
に
あ
た
る
今
年

３
月
に
、
今
回
の
シ
ノ
ド
ス
は

本
年
か
ら
２
０
２
８
年
10
月
ま

で
を
「
実
施
フ
ェ
ー
ズ
」
と
し

て
そ
の
歩
み
が
継
続
さ
れ
る
と

発
表
し
て
い
た
。
 

こ
れ
を
受
け
て
日
本
カ
ト
リ

ッ
ク
司
教
協
議
会
の
シ
ノ
ド
ス

特
別
チ
ー
ム
の
主
催
に
よ
り
、

こ
の
「
実
施
フ
ェ
ー
ズ
」
に
入

る
に
あ
た
っ
て
『
最
終
文
書
』

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
標
に
９
月
４
日
（
木
）

大
阪
高
松
大
司
教
区
本
部
に
て

「
シ
ノ
ド
ス
学
習
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
集
ま
っ
た
の
は
シ
ノ

ド
ス
特
別
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

の
他
、
各
教
区
の
司
教
及
び
シ

ノ
ド
ス
教
区
担
当
者
で
、
合
わ

せ
て
37
人
。
鹿
児
島
司
教
区
本

部
か
ら
は
中
野
裕
明
司
教
と
霧

島
彬
神
父
が
参
加
し
た
。
 

講
師
は
シ
ノ
ド
ス
の
総
書
記

と
し
て

教
皇
の

近
く
で

今
回
の

シ
ノ
ド

ス
の
歩

み
に
お

い
て
多

く
の
貢

献
を
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
＝
ク
ロ

ー
ド
・
オ
ロ
リ
ッ
シ
ュ
枢
機
卿

（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
司
教
、

元
上
智
大
学
副
学
長
）
。
枢
機

卿
は
午
前
中
の
講
話
の
中
で
今

回
の
シ
ノ
ド
ス
の
各
段
階
教ー

区
、
司
教
協
議
会
、
大
陸
、
本

大
会
にー
お
い
て
自
身
が
経
験

し
た
様
々
な
印
象
的
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
し
つ
つ
、
信
者
一

人
ひ
と
り
の
洗
礼
の
秘
跡
の
尊

厳
と
シ
ノ
ド
ス
的
な
回
心
を
通

し
て
働
く
聖
霊
に
よ
る
識
別
が

こ
の
歩
み
の
核
心
で
あ
る
と
強

調
し
た
。
 

午
後
は
参
加
者
が
５
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
（
参
加

者
一
人
ひ
と
り
は
）
神
の
民
の

一
員
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
信

者
と
し
て
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
を

ど
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
に
呼

ば
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
「
霊
に
お
け
る
会
話
」
を

実
践
し
、
最
後
に
各
グ
ル
ー
プ

の
発
表
を
も
っ
て
今
回
の
学
習

会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。
（
写

真
は
オ
ロ
リ
ッ
シ
ュ
枢
機
卿
）
 

（
＊
）
「
教
皇
の
通
常
教
導

職
」
と
は
教
皇
が
職
務
上
果
た

す
キ
リ
ス
ト
の
三
職
の
う
ち
の

「
教
え
る
任
務
」
に
あ
た
る
も

の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
信
者
は

「
知
性
と
意
思
の
恭
順
」

（
『
教
会
法
典
』
第
７
５
２

条
）
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

オーバン神父㊧とフェリクス神父 
「カトリック奄美100年」から

オ
ロ
リ
ッ
シ
ュ
枢
機
卿
を
招
い
て
 

シ
ノ
ド
ス
学
習
会
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た
。
教
区
報
で
は
、
他
の
小
教

区
で
の
取
り
組
み
の
モ
デ
ル
に

な
れ
ば
と
玉
里
教
会
の
現
状
や

意
見
を
紹
介
し
た
い
。
 

 玉
里
教
会
の
信
徒
数
（
10
月

１
日
現
在
）
は
、
２
１
２
人

（
内
訳
は
10
代
以
下
11
、
20
代

17
、
30
代
８
、
40
代
33
、
50
代

34
、
60
代
以
上
１
０
９
）
。
60

歳
以
上
が
半
分
以
上
と
い
う
現

状
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
ミ
サ

参
加
者
は
10
代
以
下
は
５
、
20

代
４
、
30
代
０
、
40
代
３
、
50

代
10
、
60
代
以
上
34
の
合
計
56

人
で
、
ミ
サ
参
加
率
は
26
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
。
 

そ
の
よ
う
な
玉
里
教
会
に
お

け
る
教
会
維
持
費
の
納
入
者
は

48
人
で
、
月
額
11
万
４
千
円
ほ

ど
（
１
人
あ
た
り
約
２
千
４
百

円
）
。
こ
れ
も
大
半
が
60
代
以

上
で
、
維
持
費
の
月
総
額
の
７

割
以
上
は
こ
の
高
齢
者
と
言
わ

れ
る
方
々
が
収
め
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
 

こ
の
よ
う
な
現
状
だ
け
を
み

る
と
小
教
区
の
、
そ
し
て
教
区
の

現
状
は
惨
憺
た
る
も
の
と
感
じ
ら

れ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が

玉
里
教
会
で
の
「
家
庭
内
宣
教
が

実
施
さ
れ
、
改
善
で
き
た
ら
」
と

い
う
見
通
し
で
あ
る
。
 

鹿
児
島
教
区
の
財
政
事
情
を

分
か
ち
合
っ
た
今
年
の
教
区
評
議

会
で
は
、
出
席
し
た
小
教
区
の
現

状
に
も
注
目
が
集
ま
っ
た
。
教
区

本
部
で
は
、
教
区
評
議
会
を
前
に

各
小
教
区
に
信
徒
数
、
ミ
サ
参
列

者
数
、
維
持
費
納
付
者
数
、
維
持

費
の
月
額
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
。
 

各
小
教
区
の
実
態
は
、
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
が
信
徒
数
２
０
０

人
余
り
の
鹿
児
島
市
草
牟
田
に

あ
る
玉
里
教
会
（
泉
浩
二
主
任

司
祭
）
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
も
と
に
現
状
報
告
や
小
教

区
で
取
り
組
め
る
改
善
案
に
つ

い
て
の
分
析
を
行
っ
て
く
れ

１
日
（
土
）
諸
聖
人
の
日
 

２
日
（
日
）
死
者
の
日
 

▼
死
者
の
た
め
の
ミ
サ
・
名
瀬
納
骨
堂
前
広
場
・
11
時
 

▼
死
者
の
た
め
の
ミ
サ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
・
15
時
 

▼
平
秀
応
修
道
士
命
日
（
１
９
９
４
年
）
 

４
日
（
火
）
大
野
和
夫
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）
 

５
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

８
日
（
土
）
青
年
会
・
紫
原
教
会
・
18
時
 

９
日
（
日
）
ラ
テ
ラ
ノ
教
会
の
献
堂
 

▼
メ
ニ
ッ
ヒ
神
父
霊
名
（
テ
ヨ
ド
ル
）
 

10
日
（
月
）
ガ
ブ
リ
エ
ル
神
父
命
日
（
１
９
７
８
年
）
 

11
日
（
火
）
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
10
時
30
分
 

▼
司
祭
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時
 

▼
石
神
秀
人
助
祭
霊
名
（
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
）
 

12
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

16
日
（
日
）
年
間
第
33
主
日
 

▼
福
者
レ
オ
税
所
七
右
衛
門
殉
教
祭
・
川
内
教
会
・
13
時
30
分
 

▼
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会
 

▼
貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願
日
 

▼
聖
書
週
間
・
〜
23
日
 

17
日
（
月
）
榊
修
神
父
命
日
（
２
０
１
４
年
）
 

18
日
（
火
）
奄
美
司
祭
会
 

20
日
（
木
）
三
木
巌
神
父
命
日
（
２
０
０
０
年
）
 

23
日
（
日
）
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
 

▼
シ
ド
テ
ィ
神
父
上
陸
記
念
祭
ミ
サ
・
屋
久
島
教
会
・
16
時
 

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時
 

▼
世
界
青
年
の
日
 

１
９
８
４
年
、
あ
が
な
い
の
特
別
聖
年
に
、
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２

世
教
皇
は
大
十
字
架
（
３
８
０
㎝
）
を
聖
ペ
ト
ロ
大
聖
堂
の
祭
壇
脇
に

設
置
し
、
そ
れ
を
「
主
イ
エ
ス
の
人
類
へ
の
愛
の
し
る
し
」
と
し
て
青

年
ら
に
託
し
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
十
字
架
は
巡
礼
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
諸
国
を
旅
し
て
い
ま
す
。
国
連
が
定
め
た
国
際
青
年
年
（
１
９
８
５

年
）
の
受
難
の
主
日
に
、
青
年
ら
は
こ
の
十
字
架
と
と
も
に
教
皇
の
も

と
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
教
皇
は
、
毎
年
受
難
の
主
日
を
「
世
界

青
年
の
日
」
と
し
て
祝
う
よ
う
に
定
め
、
以
後
２
〜
３
年
に
一
度
Ｗ
Ｙ

Ｄ
（
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー
）
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

２
０
２
０
年
に
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
各
方
面
の
要
望
を
踏
ま
え

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
次
年
よ
り
世
界
青
年
の
日
を
王
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
の
祭
日
に
変
更
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
祝
わ
れ
る
日
は
変
わ
り
ま

す
が
、
こ
の
日
の
中
心
に
あ
る
の
は
つ
ね
に
、
人
類
の
あ
が
な
い
主
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
で
す
。
 

25
日
（
火
）
カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
・
教
区
本
部
・
16
時
 

30
日
（
日
）
待
降
節
第
１
主
日
 

【
司
教
日
程
】
５
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
６
〜
７
日
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
会
議
、
12
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
13
日
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
保

連
盟
、
15
日
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
、
16
日
福
者
レ
オ
殉
教
祭
、
17

〜
20
日
日
韓
司
教
交
流
、
23
日
シ
ド
テ
ィ
祭
、
25
日
カ
リ
タ
ス
鹿
児

島
、
26
〜
11
月
１
日
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ
ペ
ナ
ン
大
会
 

祈
り
の
意
向
 

【
教
皇
の
意
向
】
自
殺
防
止
 

【
日
本
の
教
会
】
日
本
と
韓
国
の
教
会
 

会

と

催

し

　
11
月

玉
里
教
会
で
は
名
簿
か
ら

「
現
状
で
は
ミ
サ
に
来
ら
れ
て

い
な
い
が
、
家
庭
内
、
親
戚
等

の
つ
な
が
り
か
ら
、
教
会
と
つ

な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
の
声
掛

け
が
で
き
た
ら
」
と
の
可
能
性

を
も
探
っ
た
。
そ
の
結
果
、
新

た
に
ミ
サ
参
列
の
可
能
性
の
あ

る
信
徒
を
58
人
と
し
た
。
そ
の

上
で
そ
の
人
た
ち
に
教
会
維
持

費
制
度
の
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
え
れ
ば
納
入
者
は
現
状
よ
り

53
人
増
加
し
、
維
持
費
総
額

（
平
均
額
を
支
払
っ
て
も
ら
っ

た
場
合
）
も
現
状
の
２
倍
に
な

る
と
し
て
い
る
。
 

ま
た
玉
里
教
会
で
は
、
小
教

区
で
の
取
り
組
み
と
教
区
全
体

と
し
て
の
取
り
組
み
を
打
ち
出

し
た
。
 

小
教
区
で
取
り
組
む
べ
き
事
 

①
教
会
維
持
費
制
度
の
周
知
 

ら
、
第
３
週
が
受
難
の
観
想
に

な
る
の
で
、
そ
の
前
ま
で
に
な

り
ま
す
。
 

第
１
週
で
、
や
っ
と
涙
の
恵

み
を
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
か
ら
ま
だ
深
い
観
想
に
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

指
導
シ
ス
タ
ー
も
色
々
な
方
法

で
私
を
導
い
て
く
れ
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
入
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
「
ま
だ
何

か
心
に
隠
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い

の
？
　
早
く
全
部
さ
ら
け
出
し

な
さ
い
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

主
、
ペ
ト
ロ
の
手
を
と
ら
れ
る
 

 霊
躁
の
第
２
週
目
か
ら
新
約

聖
書
本
文
を
使
っ
た
観
想
が
始

め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
五
感

を
使
っ
た
祈
り
が
特
に
大
切
に

な
っ
て
き
て
効
果
を
発
揮
し
て

い
き
ま
す
。
 

霊
躁
の
は
じ
め
に
全
て
の
動

教
区
評
で
の
玉
里
教
会
の
報
告
か
ら
 

高
齢
化
す
る
小
教
区
の
現
状
と
未
来
を
探
る

き
を
ゆ
っ
く
り
す
る
よ
う
に
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。
匂
い
や
音
、

肌
の
感
覚
、
歩
い
て
い
る
時
の

足
の
裏
の
感
覚
、
味
な
ど
が
日

常
と
は
全
く
別
の
も
の
に
た
な

っ
て
い
き
ま
す
。
日
頃
ど
れ
だ

け
急
い
だ
生
活
を
し
て
い
る
の

か
が
分
か
り
ま
す
。
第
２
週
目

の
聖
書
の
箇
所
は
主
の
誕
生
か

②
維
持
費
袋
を
支
払
っ
て
い

る
人
だ
け
の
分
で
は
な
く
、
収

入
が
あ
り
支
払
う
べ
き
人
の
分

も
用
意
す
る
。
 

③
ミ
サ
に
来
る
人
の
割
合
と

教
会
維
持
費
納
入
者
の
割
合
が

ほ
ぼ
比
例
す
る
こ
と
か
ら
、
ミ

サ
へ
の
参
列
率
を
上
げ
る
工
夫

（
家
庭
内
宣
教
、
高
齢
者
の
た

め
の
ミ
サ
の
た
め
の
送
迎
）
を

行
う
。
 

教
区
全
体
で
取
り
組
む
事
 

①
信
者
が
ミ
サ
に
あ
ず
か
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

（
勤
務
形
態
の
違
い
な
ど
を
考

慮
し
、
主
日
の
ミ
サ
に
参
列
で

き
な
い
人
の
た
め
の
ミ
サ
の
日

時
の
検
討
、
あ
る
い
は
主
日
の

ミ
サ
の
回
数
の
検
討
＝
同
地
区

の
司
祭
た
ち
の
協
力
が
必
要
に

ま
た
ね
ち
ね
ち
、
し
つ
こ
く
問

わ
れ
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
自

分
自
身
で
も
な
ぜ
な
の
か
分
か

ら
な
か
っ
た
の
で
、
シ
ス
タ
ー

に
い
ら
い
ら
し
な
が
ら
も
お
祈

り
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
や
っ
と
そ
の
原
因

の
よ
う
な
も
の
を
探
し
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
わ

た
し
を
恐
怖
の
中
へ
と
叩
き
落

と
す
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
深

い
恐
れ
に
囚
わ
れ
な
が
ら
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
と
に
か

く
聖
堂
に
入
っ
て
、
「
イ
エ
ス

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
躁
㉙
 

紫
原
教
会
主
任
司
祭
　
貴
島
丈
弥

様
助
け
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し

を
救
っ
て
く
だ
さ
い
。
助
け
て

く
だ
さ
い
」
と
心
の
中
で
叫
ん

だ
と
こ
ろ
、
す
か
さ
ず
イ
エ
ス

様
が
わ
た
し
の
手
を
取
り
、
わ

た
し
を
囲
ん
で
い
た
暗
闇
を
全

て
壊
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
う

何
も
怖
い
も
の
は
な
く
な
り
、

こ
の
人
と
さ
え
一
緒
に
い
れ
ば

何
も
必
要
な
い
と
い
う
思
い
に

至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
行
っ

た
の
が
博
士
た
ち
の
訪
問
の
場

面
の
観
想
で
し
た
。
 

な
る
が
、
鹿
児
島
市
内
な
ら
カ

テ
ド
ラ
ル
で
の
ミ
サ
の
回
数
を

増
や
す
な
ど
）
 

②
教
区
の
組
織
の
中
に
「
収

入
源
研
究
チ
ー
ム
」
の
よ
う
な

も
の
を
設
置
す
る
。
 

③
教
区
の
固
定
資
産
（
土

地
・
建
物
）
を
将
来
的
に
ど
う

す
る
か
と
の
長
期
的
な
プ
ラ
ン

の
作
成
（
小
教
区
の
合
併
な
ど

を
含
む
）
。
 

④
家
庭
内
宣
教
へ
の
共
同
体

と
し
て
の
協
力
。
 

⑤
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

（
信
徒
籍
な
ど
信
徒
の
移
動
に

関
す
る
も
の
。
ま
た
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
の
進
む
時
代
を
見
据

え
る
＝
現
金
を
持
た
な
い
若
者

た
ち
の
た
め
）
 

玉里教会の現状

家庭内宣教がうまく行った場合の想定

９
月
８
日
（
月
）
か
ら
10
日

（
水
）
ま
で
長
野
県
軽
井
沢
町

の
御
聖
体
の
宣
教
ク
ラ
ラ
修
道

会
の
軽
井
沢
修
道
院
に
て
、
全

国
教
区
の
典
礼
担
当
者
が
集
っ

て
会
議
が
行
わ
れ
た
。
 

参
加
者
は
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

典
礼
委
員
会
か
ら
委
員
長
の
白

浜
司
教
（
広
島
教
区
）
を
含
め

て
９
人
、
全
国
の
担
当
者
が
22

人
の
合
計
31
人
で
、
鹿
児
島
か

ら
は
教
区
担
当
者
の
霧
島
神
父

が
参
加
し
た
。
 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
聖
週
間

に
つ
い
て
」
で
、
現
行
の
儀
式

書
に
基
づ
い
て
典
礼
委
員
が
神

学
的
な
解
説
を
行
い
、
参
加
者

間
で
儀
式
の
疑
問
点
に
関
す
る

質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
加
え
て

儀
式
書
の
今
後
の
改
訂
に
向
け

て
典
礼
委
員
会
が
準
備
し
て
い

る
内
容
に
つ
い
て
の
紹
介
も
あ

っ
た
。
 

ま
た
最
終
日
に
は
「
司
祭
不

在
の
と
き
の
主
日
の
集
会
祭

儀
」
の
全
国
で
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
も
分
か
ち
合
わ
れ
、
司

会
者
の
た
め
の
講
座
や
実
践
に

ま
つ
わ
る
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
 

全
国
典
礼
担
当
者
会
議
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つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
つ
に

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
に
通
う

生
徒
（
園
児
、
児
童
、
学
生
を

含
む
）
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰

を
、
具
体
的
に
は
洗
礼
を
、
強

制
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
信
仰

や
洗
礼
は
自
分
で
（
幼
児
の
場

合
は
保
護
者
が
）
自
由
に
選
び

取
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
自

由
は
十
分
に
守
ら
れ
て
い
る
と

思
う
。
 

も
う
一
つ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
教
え
を
生
徒
に
教
え
る
自
由

で
あ
る
。
 

信
教
の
自
由
に
は
、
宗
教
的

真
理
を
自
由
に
探
求
す
る
権
利

と
義
務
が
含
ま
れ
る
。
自
ら
存

立
で
き
な
い
人
間
が
そ
の
存
在

の
究
極
の
根
源
を
尋
ね
、
そ
の

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
は
宗
教
的

真
理
探
求
の
場
で
あ
り
、
日
本

の
文
化
継
承
の
場
で
あ
る
 

４
月
は
入
学
の
季
節
。
今
年

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
胸
膨
ら

ま
せ
て
入
学
を
済
ま
せ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
時
あ
た
か
も
教
育
改
革

の
論
議
が
日
本
中
で
続
い
て
い

る
。
そ
こ
で
わ
た
し
は
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
を
取
り
上
げ
て
み
た
く
な

っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
に
改
革

の
先
頭
に
立
っ
て
も
ら
う
た
め
で

あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
と
は
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権
威
、
具
体
的

に
は
地
域
の
教
区
司
教
の
認
可
と

派
遣
を
受
け
た
学
校
の
こ
と
で
あ

る
。
 

は
じ
め
に
、
日
本
に
あ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
学
校
（
幼
稚
園
を
含

む
）
の
施
設
数
を
２
０
０
２
年

12
月
の
統
計
か
ら
紹
介
し
て
お

こ
う
。
幼
稚
園
５
５
７
、
小
学

校
54
、
中
学
校
98
、
高
等
学
校

１
１
３
、
短
期
大
学
26
、
大
学

18
、
高
等
専
門
学
校
１
、
各
種

学
校
６
、
専
修
・
専
門
学
校

９
、
特
殊
教
育
諸
学
校
１
の
合

計
８
８
３
で
あ
る
。
 

５
年
前
の
統
計
だ
か
ら
現
在

は
少
し
変
動
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
わ
が
国
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
教
勢
か
ら
見
て
実
に
多

い
学
校
数
で
あ
り
、
そ
こ
で
カ

ト
リ
ッ
ク
的
教
育
を
受
け
た
多

数
の
卒
業
生
が
各
界
各
層
で
活

躍
し
て
い
る
わ
け
で
、
カ
ト
リ

ッ
ク
学
校
が
わ
が
国
教
育
界
に

果
た
し
て
き
た
貢
献
度
は
高
い

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

し
か
し
、
少
子
化
や
過
疎
化

が
進
む
中
、
私
立
学
校
の
経
営

は
一
部
地
方
を
除
い
て
決
し
て

楽
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
指
導
的
役
割
を

果
た
し
て
来
た
司
祭
や
修
道

士
、
修
道
女
も
減
少
し
高
齢
化

し
て
、
後
継
者
問
題
は
か
な
り

深
刻
で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
中
で
注
文
を
つ
け

る
の
に
は
い
さ
さ
か
遠
慮
も
あ

る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
名

前
を
掲
げ
て
い
る
以
上
、
思
い

切
っ
て
次
の
２
点
を
敢
え
て
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
 

第
１
は
「
信
教
の
自
由
」
の

問
題
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
い
う
信
教
の
自
由
と

は
（
註
）
、
理
性
と
啓
示
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
人
間
の
尊
厳
に

基
づ
く
も
の
で
、
良
心
に
従
っ

て
特
定
の
宗
教
を
自
由
に
信
奉

す
る
権
利
・
義
務
の
こ
と
で
あ

る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
に
お
け

る
信
教
の
自
由
の
問
題
に
は
二

復
活
ふ
っ
か
つ

を
否
定
ひ
て
い

す

る
サ
ド
カ
イ
派は

の

人
々

ひ
と
び
と

が
イ
エ
ス
様さ
ま

を
困こ
ま

ら
せ
よ
う
と

し
て
復
活
後ご

の
血け
つ

縁え
ん

関
係
か
ん
け
い

に
つ
い
て
尋た
ず

ね
ま
す
。
 

イ
エ
ス
様
は
「
こ
の
世よ

の
子こ

ら
は
め
と
っ

た
り
嫁と

つ

い
だ
り
す
る
が
、
次つ
ぎ

の
世
に
入は
い

っ
て
死
者
し
し
ゃ

の
中な
か

か
ら
復
活
す
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
た
人
々
は
、
め
と

る
こ
と
も
嫁
ぐ
こ
と
も
な
い
。
こ
の
人
た
ち

は
、も
は
や
死し

ぬ
こ
と
が
な
い
。天
使
て
ん
し

に
等ひ
と

し

い
者も

の

で
あ
り
、
復
活
に
あ
ず
か
る
者
と
し
て
、

神か
み

の
子
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
答こ
た

え
ら
れ
ま
し

た
（
ル
カ
20
・
34
〜
36
）。
 

こ
の
言
葉
か
ら
復
活
す
る
者
は
天
使
の
よ

う
に
性
別

せ
い
べ
つ

が
な
く
な
る
と
考

か
ん
が

え
る
の
は
些

い
さ
さ

か

性
急
せ
い
き
ゅ
うで
す
。
な
ぜ
な
ら
神
様
は
そ
の
人
の

存
在

そ
ん
ざ
い

す
べ
て
を
良よ

い
・
善よ

い
も
の
と
し
て
創つ

く

ら
れ
た
か
ら
で
す
。
で
あ
れ
ば
前
回
ぜ
ん
か
い

の
お
話
は
な
し

の
通と
お

り
復
活
後
も
そ
の
人
は
生
前
せ
い
ぜ
ん

の
そ
の
人

で
あ
る
は
ず
で
す
。創
世
記

そ
う
せ
い
き

を
思お
も

い
出だ

し
て
く

だ
さ
い
。
 

神
様
は「
人
が
独ひ

と

り
で
い
る
の
は
良
く
な
い
。

彼か
れ

に
合あ

う
助た
す

け
る
者
を
造つ
く

ろ
う
」と
言い

わ
れ（
創

２
・
18
bc
）、御
自
分

ご
じ
ぶ
ん

に
か
た
ど
り
人
間
に
ん
げ
ん

を
男
お
と
こと

女お
ん
なに
創
造
そ
う
ぞ
う

さ
れ
ま
し
た
（
創
１
・
27
参
照
）。
 

夫
婦

ふ
う
ふ

と
し
て
男
女
だ
ん
じ
ょ

が
結む
す

ば
れ
る
こ
と
を
神

様
は
祝
福

し
ゅ
く
ふ
く

し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
そ
れ
は
人

間
に
と
っ
て
も
大お

お

き
な
喜
よ
ろ
こ
び
と
な
る
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
こ
の
関
係

か
ん
け
い

が
失

う
し
な

わ
れ
る
と
す

れ
ば
少す
こ

し
寂さ
び

し
く
感か
ん

じ
ら
れ
る
か
も
知し

れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
復
活
に
よ
っ
て
新

あ
た
ら

し
い
永
遠

え
い
え
ん

の
命
い
の
ち
に
与
あ
ず
か
る
こ
と
は
そ
れ
を
補
お
ぎ
な
っ
て
余あ
ま

り
あ

り
ま
す
。
 

そ
の「
新

あ
た
ら
し
さ
」と
は
被
造
物

ひ
ぞ
う
ぶ
つ

が
神
様
の
前ま
え

に
あ
っ
て
１
対た
い

１
で
顔か
お

を
合あ

わ
せ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
を

教
会

き
ょ
う
か
いの
伝
統
で
ん
と
う

で
は

「
至し

福ふ
く

直
観
ち
ょ
っ
か
ん」
と
呼よ

ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
パ
ウ
ロ
が
語か

た

る
よ
う
に
こ
の
世よ

で

準
備

じ
ゅ
ん
び

さ
れ
た
神
様
と
の

交ま
じ

わ
り
は
死
後
し

ご

、復
活
に

よ
っ
て
永
遠
不
動

え
い
え
ん
ふ
ど
う

の
も

の
と
な
る
の
で
す（
１
コ

リ
ン
ト
13
・
12
参
照
）。

復
活
後
の
神
様
と
の
関
係

要　　理

親
子
の

か
か
わ
り
を
問
う
こ
と
は
理
性

的
人
間
と
し
て
当
然
の
欲
求
で

あ
り
、
人
格
形
成
の
原
点
で
も

あ
る
。
 

ま
た
、
こ
の
宗
教
的
真
理
探

究
の
自
由
こ
そ
私
学
の
私
学
た

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
従
っ
て
、

生
徒
側
に
は
自
分
が
選
ん
だ
学

校
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を

学
ぶ
権
利
が
あ
り
、
学
校
側
に

は
自
分
た
ち
が
教
育
の
理
念
と

す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
教

え
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
 

こ
の
点
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校

側
の
対
策
は
十
分
で
あ
る
か
否

か
が
常
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
に
遠
慮
や
た
め

ら
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。
加
え
て
、
神
の
生
き
た

言
葉
で
あ
り
、
完
全
な
人
間
で

も
あ
る
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
を
生

徒
に
指
し
示
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
問
題
が
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
が
目
指
す
カ
ト
リ
ッ
ク

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
は
宗
教
的
真
理
探
求
の
場
 

故
・
糸
永
真
一
司
教
の
ブ
ロ
グ
か
ら

人
々
の
間
に
あ
る
現
実
の
「
差

異
」
を
「
差
別
」
と
し
て
固
定

す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
差
別
語

を
作
る
よ
り
、
差
別
心
を
隣
人

愛
に
切
り
替
え
れ
ば
、
人
々
は

境
遇
の
違
い
を
超
え
て
一
つ
に

な
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
の
勇
気
あ
る
挑
戦
に
期

待
す
る
。
 

（
註
）
信
教
の
自
由
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
を
十
分
に
理
解
す

る
に
は
、
憲
法
20
条
の
文
面

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
第
２

バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
『
信
教

の
自
由
に
関
す
る
宣
言
』
は

簡
潔
で
は
あ
る
が
、
信
教
の

自
由
本
来
の
意
味
、
目
的
に

つ
い
て
、
理
性
と
啓
示
の
両

方
の
根
拠
を
示
し
な
が
ら
明

快
に
説
明
し
て
お
り
、
関
心

の
あ
る
方
に
は
特
に
お
勧
め

す
る
。
 

（
２
０
０
７
年
４
月
）

の
原
理
で
一
つ
に
結
ぶ
の
で
あ

る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
が
そ
の

教
育
活
動
を
通
し
て
イ
ン
カ
ル

チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
文
化
の
発

展
的
継
承
は
教
育
の
使
命
で
あ

り
、
文
化
の
福
音
化
は
教
会
か

ら
託
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校

の
も
う
一
つ
の
使
命
だ
か
ら
で

あ
る
。
 

そ
れ
に
し
て
も
、
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
の
こ
の
広
範
で
難
し
い

イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

課
題
に
つ
い
て
、
も
っ
と
公
然

と
語
ら
れ
、
議
論
さ
れ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

た
と
え
ば
、
こ
れ
は
特
殊
な

例
か
も
し
れ
な
い
が
、
公
立
学

校
を
騒
が
せ
て
い
る
日
の
丸
・

君
が
代
も
、
軍
国
主
義
か
ら
平

和
主
義
へ
と
魂
を
入
れ
替
え
れ

ば
、
平
和
憲
法
下
の
平
和
国
家

日
本
の
象
徴
と
な
り
う
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
あ
る
日
本

語
を
差
別
語
と
す
る
慣
習
は

的
人
格
形
成
の
唯
一
最
高
の
モ

デ
ル
は
キ
リ
ス
ト
だ
か
ら
で
あ

る
。
校
長
を
長
年
勤
め
た
こ
と

の
あ
る
神
父
は
い
み
じ
く
も
言

っ
た
。
「
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
は

キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
の
場
で

あ
る
」
。
 

第
２
は
、
「
イ
ン
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
問
題
で
あ

る
。
 

イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
は
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
後

教
会
が
強
調
し
て
い
る
問
題

で
、
諸
国
や
諸
民
族
の
文
化
を

否
定
せ
ず
、
か
え
っ
て
こ
れ
を

尊
重
し
て
、
そ
の
影
の
部
分
を

清
め
、
光
の
部
分
を
さ
ら
に
延

ば
す
こ
と
が
そ
の
真
意
で
あ

る
。
い
わ
ば
諸
文
化
の
根
底
に

あ
っ
て
こ
れ
を
生
か
す
魂
を
福

音
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時

に
、
文
化
の
違
い
を
、
分
裂
や

対
立
の
理
由
と
せ
ず
、
か
え
っ

て
こ
れ
を
人
類
の
豊
か
な
遺
産

と
す
る
た
め
、
人
類
普
遍
の
愛

11月16日は 
貧しい人のための世界祈願日 
 
いつくしみの特別聖年（2015年
12月8日～2016年11月20日）の閉年
にあたり公布された使徒的書簡「あ
われみあるかたと、あわれな女」で
教皇フランシスコは、年間第33主日
を「貧しい人のための世界祈願日」
とするよう定めました。 
わたしたちは、ご自分を小さい者
や貧しい者と等しくなされたキリス
トに倣い、貧しい人、弱い立場にあ
る人に寄り添い、奉仕するよう求め
られています。 
不平等や不正義のない世界の実現に
向けて、具体的なわざを通して神のい
つくしみのあかし人となれるよう、祈
り求めていかなければなりません。


